
穆撫

☆
有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部

新
リ
ー
ダ
ー
・
有
協
食
品
・

中
野
俊
男
氏
に
聞
く
ｌ

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
が
こ

の
四
月
か
ら
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す

る
。
新
し
い
役
員
に
は
、
リ
ー
ダ
ー

に
中
野
俊
男
さ
ん
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

に
豊
前
政
幸
さ
ん
、
吉
田
隆
司
さ
ん
、

燕
昇
司
芳
和
さ
ん
と
い
っ
た
面
々
が

決
定
し
て
い
る
が
、
今
回
は
新
リ
ー

ダ
ー
の
有
協
食
品
。
中
野
俊
男
さ
ん

に
話
を
お
伺
い
し
た
。

ｌ
新
体
制
は
ど
う
い
う
布
陣
に
？

「
部
員
と
し
て
は
別
名
、
さ
ら
に
準

会
員
と
し
て
８
１
９
名
の
女
性
が
加

わ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
約
躯
名
が
役

員
と
し
て
青
年
部
の
運
営
に
あ
た
り

ま
す
」

ｌ
組
織
と
し
て
は
？

「
主
に
第
一
事
業
部
、
第
二
事
業
部

第
三
事
業
部
に
分
か
れ
て
い
ま
し
て

そ
れ
ぞ
れ
、
６
月
の
〃
沙
羅
の
花
と

一
弦
琴
〃
、
７
月
の
〃
カ
ー
ニ
バ
ル
〃

秋
の
〃
歴
史
散
歩
〃
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

他
に
は
会
計
等
の
部
門
も
あ
り
ま
す

が
、
特
に
親
会
で
あ
る
有
馬
温
泉
観

光
協
会
と
の
接
点
と
し
て
特
別
顧
問

を
配
置
し
、
資
金
面
の
調
整
に
あ
た

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

ｌ
内
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ん
か
は
ど
の
よ
う
に
？

「
も
と
も
と
昔
な
じ
み
が
多
い
の
で

気
心
が
知
れ
た
も
の
ば
か
り
。
特
別

に
留
意
す
る
必
要
も
な
い
の
で
す
が

や
は
り
加
歳
以
上
年
齢
が
開
き
ま
す

と
少
し
隔
た
り
を
感
じ
ま
す
の
で
、

そ
こ
は
野
球
を
し
た
り
、
ス
キ
ー
を

し
た
り
と
．
．
…
・
今
年
も
メ
ン
バ
ー
で

北
海
道
へ
ス
キ
ー
を
し
に
行
っ
て
来

た
ん
で
す
よ
。
他
に
研
修
旅
行
に
も

行
き
ま
す
が
」

こ
の
日
の
有
馬
は
天
気
が
よ
く
て

善
福
寺
の
糸
桜
は
ま
だ
ま
だ
ツ
ポ
ミ

で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
陽
気
が
続
く

と
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
明
日
に
で
も

満
開
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ

ど
の
暖
か
さ
。
さ
す
が
に
〃
ス
ポ
ー

ツ
が
好
き
〃
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

新
リ
ー
ダ
ー
の
中
野
さ
ん
、
ス
ポ
ー

テ
ィ
な
洋
装
も
と
て
も
よ
く
似
合
っ

別館楽山
くつろぎの宿
国際観光旅館

TEL(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

TEL(078)903-1024

木遥りの備態勤苛坊
TEL(078)901-0551

テニスでいい汗
いﾙ ﾐ 湯にとっぷり
味に集う

有隔の歴史を龍り続ける｢ いで渦の宿」 自然の恵みを
湯けむりに伝える

静寂さにつつまれた
銀水荘

爽楽別館
TEL(０７８)904-0731

TEL(078)904-3656

１
１４０
１

政府登録国際観光旅館

?:I･家風
四Ｐ

陵楓閣ＴＥＬ(078)904-0622

湯の街
有馬歳時記
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景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

１
１４１
１

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれまで
有島グランドホテ, し

ＴＥＬ(078)904-0181

て
る
Ⅵ
妬
歳
に
は
と
て
も
お
見
受
け

で
き
ま
せ
ん
。
ま
さ
か
３
人
も
お
子

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
．
…
．
．

ｌ
青
年
部
の
〃
定
年
″
が
如
歳
。
若

手
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
、
大
き
な

課
題
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が

「
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
に
関
し
て
も
そ

う
で
す
が
、
や
は
り
若
い
方
に
も
っ

と
い
い
ア
イ
デ
ア
、
お
も
し
ろ
い
企

凹
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
や
は
り
新

旧
交
代
も
大
切
で
す
。
釦
歳
以
上
の

方
は
補
佐
に
な
っ
て
、
別
歳
代
が
中

心
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
現
在
の
と
こ
ろ
う
ま
く
い
っ

て
る
ん
で
す
よ
。
一
足
飛
び
で
は
無

理
も
出
ま
す
の
で
、
段
階
的
に
若
手

へ
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
ま
す
」

－
６
月
、
７
月
そ
し
て
秋
、
そ
れ
に

２
月
の
〃
温
泉
大
学
″
の
他
に
は
、

今
年
は
何
か
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
お

考
え
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
い
え
、
個
人
的
に
は
今
年
は
充
電

の
年
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
闇
雲
に

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
て
消
化
し

き
れ
な
く
な
る
よ
う
で
は
困
り
ま
す

の
で
、
今
ま
で
や
っ
て
来
た
こ
と

を
、
更
に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
人
に
話
を
聞
い
て
、
勉
強
し
て
、

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
そ
れ
か
ら
で
す

ね
。
今
年
は
草
津
へ
研
修
旅
行
へ
行

き
ま
し
た
。
有
馬
と
同
じ
よ
う
に
歴

史
あ
る
温
泉
地
、
学
ぶ
べ
き
所
は
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
神
戸

で
は
今
、
明
石
大
橋
、
神
戸
沖
新
空

議蕊驚識蕊蝿欝蕊雪鐸鴬鑑熱｡ , 鶏，
↑
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
神
戸

‐
、
明
石
大
橋
、
神
戸
沖
新
空

港
、
神
戸
ワ
ー
ル
ド
等
加

年
後
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
へ
向
け
て
の
対
応

部
に
、
今
私
た
ち
の
世
代
が

男霊
学
ん
で
い
る
こ
と
が
決
し

群
て
無
駄
に
な
ら
ぬ
よ
う
次

辛
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
と

割
思
い
ま
す
。
前
。
風
早
リ

ー
ダ
ー
が
り
っ
ぱ
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
私
の
責
任
も

重
大
で
す
よ
（
笑
）
」

雅ただようくつろぎの館

‘や・鉢雲縦
ＴＥＬ(078)904-0781

結婚式場を完備しています

鰯伝統と鵜式建誇‘
冬斎
I 試陽闇

TEL(078)904-0701㈹

敷地内から湧きでる
日本最古の温泉" 有馬温泉，,

阪急ホテルチェーン

有馬' 三三ユーホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技塔

荊司馬ヘルZ K セン亨一
ＴＥＬ(078)904-2291

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

●欽山

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



今j･二心:ﾛ誕奄･ロq5十

姦乞、〆兇

'

●
新
れ
ん
さ
い
競
作
リ
レ
ー
漫
画
ｌ
⑤

猫
じ
ゃ
ら
し
佐
藤

鶴

訓
■p 毎■守■ U d j Y I o 句色■ ｡ ■■●■

識
９
港
町
“
】
。
出
牛

謡
浄
脚
耗
秤
無

牢
舞
浮
髭

群
域
錘

●
ヴ
ロ
マ
．
。
。
。
。
◆

:：|：

蕊 、、

亀Ｉ
●

６
と

自昌･ﾛ◆◆

～壁弓

γ
竺
二
ソ

鰹･ 一二過‘
＄ぜ

３
口

蕊蕊妻
q､

" ２

Ｐ｡ 。
■凸■

④■●● g

･ ･ 忠・口 ｡ ｐ
■ｇｏ■■ ,

歩

守 b ≠ ~ ー P
～各■／弓空

へ
／
多
間
輪

塗鍵難
誉雪雲

平感何別
和じも（こ
§・な

い

’
1４２
１

園
〃、’ ，

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ぽ勝
くつ
がた

険贈
Ｃｅ

妙●

蕪

一一、

‘'

２
回
も

．
ム
カ
ッ
と
き
た
の
で

今
度
は
ち
ょ
っ
と

と
き
た
の
で

す
ぐ
に
ム
カ
ッ

１
１４３
１ (、

勝
っ
た
／
、

き
っ
と
勝
っ
た

ぜ
つ
た
い

ほ
と
ん
ど

彼
の
毛

平
和
で
す
…

？
？
．

:，鵜
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雲

薗
宴
☆
神
戸
の
音
楽
家
た
ち
に
よ
る

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

鋤
日
（
金
）
廻
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
中

下
１
５
０
０
円

第
１
部
は
昭
和
的
年
度
大
阪
文

化
祭
奨
励
賞
昏
の
白
井
満
智

子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
。
第
Ⅱ

部
は
、
古
典
か
ら
現
代
曲
ま

美
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
田
原

祥
一
郎
さ
ん
。
三
人
三
様
の
個

性
あ
る
音
楽
が
満
喫
で
き
ま
す

”
搾
蝿
幅
嶋
一
演
劇

☆
羅
漢
堂

晦
日
（
日
）
超
時
妬
時
（
上
演
時
間
１

時
間
、
分
）
神
戸
市
立
博
物
館
地
階
講
堂

入
掛
科
１
９
０
０
円
（
博
物
館
入
館
料
込

哀
し
く
、
お
か
し
く
、
栄
華
の

果
て
に
尽
せ
ぬ
女
の
情
念
と
憤

り
、
そ
し
て
、
祈
り
…
…
…
。

脚
本
・
演
出
依
田
義
賢
が
送
る

・
マ
メ
ッ
ト
が
現
代
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
逸
作
。

★
坂
本
竜
馬

新
制
作
座
創
立
妬
周
年
を
記

念
し
て
、
主
催
真
山
美
保
の
父

で
あ
る
真
山
青
果
作
の
「
坂
本

竜
馬
」
を
公
演
す
る
。
今
回
は

今
ま
で
一
度
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
一
幕
一
場
、
二
場
を

》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》

は
じ
め
、
竜
馬
の
性
格
の
全
貌

が
み
ご
と
に
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
「
今
私
た
ち
に
必
要
な
こ

と
は
、
人
を
信
ず
る
心
を
回
復

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
無
気
力
か

ら
立
ち
上
が
る
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
」
彼
女
の
こ
の
作

品
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
凄
絶

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
主
演

は
杉
原
正
治
・
槙
村
浩
吉
・
福

ｇ
ｏ
．

☆
親
と
子
で
見
る
姫
路
の
美
術

姫
路
市
立
美
術
館
が
、
開
館
５

不
滅
の
名
作
「
好
色
一
代
女
」
。

そ
し
て
、
演
ず
る
の
は
、
あ
ら

鱗灘
白井満智子・国友重紀

ノ部ん友Ｉれつリレで
Ｉは。重トるてＩパ幅
ル、第紀のうおをＩ広
のテⅢさ国ルらも卜い

名
勝
。
旧
蹟
の

風
景
画
、
歴
史

の
香
り
を
漂
よ

わ
せ
る
仏
像
両

お
よ
び
刀
剣
や

陶
器
類
、
見
る

144

リ
ア
ル
に
演
じ
る
。
時
間
に
追

わ
れ
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な

お
す
暇
な
い
現
代
人
に
と
っ
て

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
、
身

に
つ
ま
さ
れ
る
問
題
と
し
て
伝

わ
っ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
物

語
は
、
と
あ
る
中
華
料
理
店
の

一
室
か
ら
始
ま
る
。
か
つ
て
華

々
し
い
営
業
成
績
を
あ
げ
た
リ

ヴ
ィ
ー
ン
が
営
業
責
任
者
に
客

の
取
れ
そ
う
な
名
簿
を
よ
こ
せ

と
懇
願
す
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト

灘 …
．
Ⅱ

起
こ
る

こ
と
の

な
い
様

に
と
願

い
を
込
め
ら
れ
て
い
て
、
画
法

も
日
本
古
来
の
伝
統
に
立
ち
つ

雪
も
の
す
べ
て
が
美
と
い
う
子
供

の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
も

の
、
世
界
の
巨
匠
ロ
ダ
ン
・
ピ

カ
ソ
・
デ
ル
ヴ
ォ
ー
の
作
品

等
、
計
２
３
０
点
が
紹
介
さ
れ

て
あ
り
是
非
こ
の
機
会
に
親
子

で
足
を
運
ん
で
会
話
を
進
め
て

み
て
は
ど
う
で
す
か
。

☆
原
爆
の
図
展

４
月
鯛
日
（
土
）
’
５
月
理
日
（
日
）
、

時
１
町
時
（
水
脳
休
館
）
西
宮
市
大
谷
記

念
美
術
館
一
般
４
０
０
円
高
大
生
３

０
０
門
小
中
生
２
０
０
円

西
宮
市
が
平
和
非
核
都
市
宣
言

５
周
年
を
記
念
し
て
丸
木
位
里

・
俊
夫
妻
が
半
生
を
か
け
た
こ

の
作
品
を
展
覧
す
る
。
４
３
年

前
の
大
惨
事
を
テ
ー
マ
に
、
事

実
を
あ
り
の
ま
ま
伝
え
、
再
び

周
年
を
記
念
し
て
、
現
在
ま
で

収
蔵
し
た
美
術
品
を
初
公
開
の

も
の
も
含
め
て
全
館
を
使
用
し

て
一
挙
展
示
さ
れ
て
あ
る
。
姫

路
を
中
心
と
し
た
播
磨
地
域
の
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☆
桂
枝
雀
独
演
会

皿
日
（
土
）
四
時
訓
分
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
中
ホ
ー
ル
Ｓ
２
５
０
０
円
Ａ

２
３
０
０
円

☆
ブ
ロ
ー
ド
・
キ
ャ
ス
ト
・

ニ
ュ
ー
ス

４
月
”
日
よ
り
阪
急
会
館
で
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大
高
生
１
３

０
０
円
中
学
生
１
２
０
０
円

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
批
評
家

協
会
の
４
賞
を
等
質
し
、
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
７
部
門
で
の
最
右
翼

と
全
米
で
大
ヒ
ッ
ト
中
の
話
題

の
映
画
が
日
本
で
上
映
さ
れ
る

売
れ
っ
子
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

つ
現
代
的
迫
力
が
感
じ
ら
れ
る
タ
ー
の
ト
ム
、
若
い
有
能
な
女

☆
宮
本
憲
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

哩
日
（
金
）
四
時
兵
庫
県
民
小
劇
場

１
５
０
０
円

☆
第
稲
回
あ
じ
さ
い
音
楽
会
レ
オ
ニ

ー
ド
・
プ
ル
ン
ベ
ル
ク
ピ
ア
ノ
・
リ

サ
イ
タ
ル

型
日
（
火
）
四
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
Ａ
（
指
定
席
）
３
０
０
０
円

Ｂ
（
当
日
座
席
指
定
）
２
５
０
０
円

☆
２
Ｎ
，
ｖ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
ｎ
ｎ

迦
日
（
土
）
超
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
Ｉ
ル

前
売
２
８
０
０
円
当
日
３
０
０
０
円

☆
田
中
淳
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

狸
日
（
木
）
鵡
時
釦
分
神
戸
市
生
田

文
化
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
－
５
０
０

円
（
飲
物
付
）

☆
佐
伯
幸
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

狸
日
（
土
）
狙
時
卯
分
神
戸
同
月
堂

ホ
ー
ル
２
０
０
０
円

☆
マ
リ
サ
・
ロ
プ
レ
ス
ハ
ー
プ
リ
サ
イ

タ
ル
四
日
（
木
）
旭
時
釦
分
芦
屋

ル
ナ
ホ
ー
ル
前
売
３
０
０
０
円
当

日
３
３
０
０
円

★
伊
藤
ル
ミ
・
高
橋
満
保
子
・
林
俊
昭

ト
リ
オ
の
夕
べ 画

音

楽 映
画

が
Ｔ
Ｖ
局
を
舞
台
に
、
仕
事
と

恋
愛
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
に

と
る
行
動
を
ご
く
自
然
に
正
直

に
描
い
た
作
品
。
監
督
は
、
５

年
前
「
愛
と
追
憶
の
日
々
」
で

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
５
部
門
受
賞
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
。
Ｌ
・
ブ
ル
ッ
ク

ス
ｏ☆

ダ
ン
サ
ー

４
月
露
日
よ
り
朝
日
会
館
に
て
上
映
中

大
人
１
５
０
０
円
大
高
生
１
３
０
０
円

巾
些
手
生
１
２
０
０
円

バ
レ
エ
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ

ー
、
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
リ
シ
ニ
コ

フ
が
「
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ッ
」
に

続
い
て
主
演
、
バ
レ
エ
の
名
作

「
ジ
ゼ
ル
」
を
モ
チ
ー
フ
に
舞

台
と
Ⅳ
歳
の
少
女
と
の
現
実
の

恋
を
交
錯
さ
せ
た
ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
。
「
愛
と
喝
采
の
日
々
」
は

こ
の
映
画
の
た
め
の
ド
レ
ス
。

鵠繕★
文
学
座
公
演
「
グ
レ
ン
ギ
ャ
リ
ー
・

グ
レ
ン
・
ロ
ス
」

★
歌
舞
伎
俳
優
中
村
扇
雀
講
演
会

「
上
方
歌
舞
伎
よ
も
や
ま
話
」

鵡
日
（
水
）
鵡
時
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ

テ
ル
明
石
無
料
引
き
続
き
懇
親
会

会
費
５
０
０
０
円

☆
兵
藤
（
旧
姓
、
前
畑
）
秀
子
講
演
会

「
水
一
筋
と
健
康
」

虹
日
（
土
）
皿
時
釦
分
神
戸
市
勤

労
会
無
料
晦
日
ま
で
は
が
き
で
応
募

即
日
（
金
）
蝿
時
神
戸
市
立
博
物
館

３
０
０
０
ｍ
旧

☆
第
２
回
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
「
神
戸
の
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る

演
奏
と
踊
り
」

５
日
（
木
）
狸
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
整
理
券

☆
第
２
回
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
「
マ
リ
ン
バ
が
奏
で
る
神
戸
の

四
季
・
音
楽
の
旅
」

６
日
（
金
）
皿
時
釦
分
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
中
ホ
ー
ル
２
３
０
０
円

題
演

劇

．
講

演

報

性
プ
ロ
デ

ト
ュ
ー
サ
ー

ハ
の
ジ
エ
ー

●ム
ン
、
一
一
ユ

アリ
ー
ス
レ
ポ

イウ
ー
タ
ー
ｌ
の

ア
ロ
ー
ン

☆
大
丸
美
術
画
廊

爽
峻
会
日
本
画
歴
４
／
記
１
５
／
３

小
磯
・
東
山
版
凹
展

５
／
４
１
５
／
ｍ

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
展

５
／
皿
１
５
／
面

月立百☆中室☆佐伽力第み☆ル犬萌久☆陶第
製雛潔献‘畷：向霊妻童蕊葦典， : ，
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展ン展陶彩村工廊ル展り展芸
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☆
シ
ー
ガ
ル
名
画
劇
場

「
サ
ン
・
ス
ー
シ
の
女
」

加
日
（
金
）
型
時
哩
時
釦
分

ガ
ル
ホ
ー
ル
当
日
８
０
０
円

券
２
４
０
０
円

妬
日
（
木
）
”
日
（
金
）
詔
日
（
土
）

酌
日
（
日
）
旭
時
鵡
分
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
中
ホ
ー
ル
一
般
３
０
０
０
円

忽
鴇

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
氏
名
を

明
記
の
上
神
戸
っ
子
「
ダ
ン
サ
ー
」
係

謬 一
》
硬
〈
映
画

古
典
芸
能

通シ
しＩ

現 リ
ハ
ー
サ
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た

ｌ
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
監
督

ハ
ー
バ
ー
ト
・
ロ
ス
を
は
じ
め

超
一
流
の
メ
ン
バ
ー
が
、
た
め

息
の
で
る
よ
う
な
幽
玄
で
美
し

い
舞
台
を
ス
ク
リ
ー
ン
い
つ
ぱ

い
に
繰
り
広
げ
る
。

鱗：
蕊

１
１４５
１ 灘

ミハイル
パリメニユフ
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Ｆ
Ｌ
■
■
■
■
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■
｜
■

･淀』:高慕寿。日
本
時
間
で
四
月
十
一
一
日
（
あ
ち
ら
で
は
十
一
日
夜
五
時
半
か

ら
）
第
六
○
回
ア
カ
デ
ミ
ー
の
発
表
が
あ
っ
た
。
「
ラ
ス
ト
エ
ン

ペ
ラ
ー
」
が
九
部
門
（
作
品
）
（
監
督
）
（
脚
色
）
（
作
曲
）
（
編

集
）
（
音
響
）
（
美
術
・
セ
ッ
ト
）
（
衣
裳
）
（
撮
影
）
を
う
ば
っ

た
。
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
と
し
は
「
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
」
の
シ

ョ
ー
ン
・
コ
ネ
リ
ー
（
助
演
男
優
賞
）
と
「
月
の
輝
く
夜
に
」
の

シ
ェ
ー
ル
（
主
演
女
優
賞
）
の
受
賞
が
私
に
は
嬉
し
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
作
品
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
に
「
八
月
の
鯨
」
が
這
入
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
主
演
女
優
賞
、
助
演
女
優
賞
に
「
八
月
の
鯨
」
の
リ

リ
ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
、
ベ
テ
イ
・
デ
ヴ
ィ
ス
の
這
入
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
映
画
の
監
督
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
に
も
這
入

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
シ
ャ
ク
の
タ
ネ
だ
が
、
関
係
者
四
五

○
○
人
の
投
票
と
い
う
の
で
は
〃
多
い
も
の
勝
ち
″
と
な
る
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
文
句
を
つ
け
て
は
な
る
ま
い
が
「
黒
い

●
瞳
」
の
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
に
あ
っ
て
拍
手
し
た
の

ア
カ
デ
ミ
ー
の
輝
く
夜
に
．
．
…
．

珂
・
い
認

１
１４６
１

に
「
ウ
オ
ー
ル
街
」
の
マ
イ
ケ
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
が
主
演
男
優
賞
、

わ
る
く
は
な
い
が
「
黒
い
瞳
」
の
マ
ス
ト
ロ
ャ
ン
ニ
は
〃
芸
術
″

で
あ
っ
た
の
に
／
、

と
こ
ろ
で
よ
く
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
特
別
賞
と
し
て
誰
や
ら

の
個
人
名
入
り
の
特
別
賞
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
し
も
ビ
リ

ー
。
ワ
イ
ル
ダ
ー
が
そ
の
特
別
賞
の
ア
ー
ピ
ン
グ
。
タ
ー
ル
バ
ー

グ
賞
を
取
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
も
は
や
今
日
の
フ
ァ
ン
は
ア
ー
ビ

ン
グ
。
タ
ー
ル
バ
ー
グ
は
御
存
知
あ
る
ま
い
が
私
た
ち
は
ア
ー
ビ

ン
グ
・
サ
ル
バ
ー
グ
と
発
音
し
た
。
こ
の
若
く
三
十
七
歳
で
死
亡

し
た
彼
。
ア
カ
デ
ミ
ー
が
特
別
賞
に
な
ぜ
彼
の
名
を
加
え
た
か
。

こ
れ
を
か
ん
た
ん
に
、
お
つ
た
え
し
て
お
こ
う
。
サ
ル
バ
ー
グ
の

家
族
は
号
一
ヴ
ァ
ー
サ
ル
社
長
の
カ
ー
ル
・
レ
ム
リ
ィ
と
古
く
か

ら
親
し
く
少
年
の
ご
と
き
面
影
を
持
つ
ア
ー
ビ
ン
グ
は
カ
ー
ル
・

レ
ム
リ
ィ
に
招
か
れ
て
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
が
困
り
き
っ
て
い
た
エ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
・
ス
ト
ロ
ハ
イ
ム
監
督
を
な
ん
と
こ
の
若
き
重

あ
の
こ
と
、
こ
の
こ
と
、
思
い
出
は
、

い
ま
夜
空
と
い
う
の
に
鮮
や
か
な
る
虹
と
浮
か
ぶ
ノ

( 上）第一部「フロレット家のジヤン」
ジャン（ジェラール・ドパルデュ
ー）と妻エーメ（エリザベート・
ドパルデュー) 、娘マノン

( 中）セザール（イブ・モンタン）
( 下）第二部「愛と宿命の泉」

セザール〔イブ・モンタン）と甥
のウゴラン（ダニエル・オートゥ
イユ）
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二
）
。
こ
の
と
き
初
め
て
ア
カ
デ
ミ
ー
受
賞
風
景
を
テ
レ
ビ
に
流

し
た
。
そ
の
夜
は
私
の
席
の
ま
え
に
マ
ー
ル
・
オ
ベ
ロ
ン
、
う
し

ろ
に
ガ
ワ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
さ
ら
に
向
う
に
リ
ズ
・
テ
イ
ラ

ー
と
い
う
の
を
思
い
出
す
。
ガ
ワ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
ダ
ン
ス

監
督
だ
っ
た
が
の
ち
に
「
四
十
二
番
街
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作

り
そ
の
初
日
に
急
死
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
受
賞
式
場
内
で
彼
が
私

を
見
て
手
を
振
っ
て
い
た
の
も
哀
れ
追
憶
は
今
も
鮮
や
か
だ
。

さ
て
今
月
は
パ
ー
ー
ョ
ル
原
作
、
ク
ロ
ー
ド
・
く
り
監
督
の
「
泉

役
が
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
か
ら
追
放
し
た
。
ス
ト
ロ
ハ
イ
ム
は
ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
サ
ル
で
大
作
「
愚
か
な
る
妻
」
（
一
九
二
二
）
を
作
っ
た
が

驚
異
の
超
製
作
費
を
使
い
映
写
時
間
六
時
間
と
い
う
こ
と
で
ユ
ニ

ヴ
ア
ー
サ
ル
が
困
り
き
っ
て
い
た
の
を
僅
か
当
時
二
十
三
歳
の
社

長
助
手
の
サ
ル
バ
ー
グ
が
ス
ト
ロ
ハ
イ
ム
を
ク
ビ
に
し
た
。
「
愚

か
な
る
妻
」
は
の
ち
に
サ
ル
バ
ー
グ
は
二
時
間
あ
ま
り
に
カ
ッ
ト

し
て
世
界
に
封
切
し
た
。
し
か
し
彼
サ
ル
バ
ー
グ
は
や
が
て
Ｍ
Ｇ

Ｍ
に
迎
え
ら
れ
Ｍ
Ｇ
Ｍ
の
大
ス
タ
ア
の
ノ
ー
マ
・
シ
ャ
ー
ラ
ー
と

結
婚
し
、
し
か
も
自
分
が
追
放
し
た
ス
ト
ロ
ハ
イ
ム
を
迎
え
て
こ

の
監
督
の
「
グ
リ
ー
ド
」
（
一
九
二
三
）
こ

れ
ま
た
上
映
時
間
七
時
間
を
彼
と
共
同

製
作
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
サ
ル
バ
ー

グ
は
ス
ト
ロ
ハ
イ
ム
と
争
っ
て
四
時
間

ぷ
ん
を
ば
っ
さ
り
カ
ッ
ト
し
た
。
サ
ル

バ
ー
グ
は
Ｍ
Ｇ
Ｍ
で
十
二
年
間
に
「
ビ

ッ
グ
・
パ
レ
ー
ド
」
「
ベ
ン
。
ハ
ー
」

「
ハ
レ
ル
ヤ
」
「
ア
ナ
・
ク
リ
ス
テ
イ

ー
」
「
バ
ウ
ン
テ
ィ
号
の
反
乱
」
「
ロ
ミ

オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
「
大
地
」
そ
の
他

も
ろ
も
ろ
の
大
作
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
が
一
九
三
六
年
、
三
十
七
歳
で
死
亡
、

そ
の
翌
年
ア
カ
デ
ミ
ー
協
会
は
彼
を
た

た
え
、
彼
の
名
を
も
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ー

特
別
賞
を
設
け
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
で
私
が
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
出
席
し
て

見
物
し
た
の
は
第
二
十
五
回
（
一
九
五

こ
ん
ど
の
映
画
の
監
督
の
ク
ロ
ー
ド
。
く
り
は
「
小
さ
な
赤
い

ビ
ー
玉
」
（
一
九
七
五
）
「
テ
ス
」
（
一
九
七
八
）
を
製
作
し
て
い

る
。
こ
ん
ど
の
第
一
部
第
二
部
に
わ
た
る
農
村
復
讐
メ
ロ
ド
ラ
マ

に
映
画
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
呼
び
戻
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

映
画
は
〃
映
画
″
を
と
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。

の
マ
ノ
ン
」
（
愛
と
宿
命
の
泉
）
を
紹
介
せ
ん
と
思
い
な
が
ら
、

い
ま
発
表
を
聞
く
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ペ
ン
が
思
わ
ず
走
っ
た
。
さ
て

こ
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
（
一
九
八
六
）
は
二
部
に
わ
か
れ
第
一
部

（
二
時
間
二
分
）
第
二
部
（
一
時
間
五
十
四
分
）
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

第
一
部
封
切
の
あ
と
同
じ
映
画
館
が
つ
づ
い
て
第
一
一
部
を
上
映
し

た
の
だ
が
日
本
で
は
一
部
二
部
を
同
時
上
映
と
い
う
。
物
語
は
一

九
二
○
年
の
こ
ろ
の
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
。
こ
の
農

村
に
土
地
を
も
っ
た
親
子
一
家
（
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
パ
ル
デ
ュ
ー

と
エ
リ
ザ
ペ
ー
ト
・
ド
パ
ル
デ
ュ
ー
。
実
生
活
で
も
こ
の
二
人
は

ｒ
パ
ル
デ
ュ
ー
。
実
生
活
で
も
こ
の
二
人
は

ほ
ん
と
う
の
夫
婦
）
そ
の
夫
婦
と
小
さ

な
娘
が
都
会
か
ら
移
っ
て
き
た
。
花
を

吟
植
え
て
商
売
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の

』元
親
子
を
村
の
侵
入
者
と
憎
ん
だ
》
」
の
村

へ
の
ボ
ス
の
セ
ザ
ー
ル
（
イ
ヴ
。
モ
ン
タ

し

、
や

コ
ン
）
が
お
い
の
ウ
ゴ
ラ
ン
（
ダ
ニ
エ
ル

ユニ
・
オ
ー
ト
ゥ
イ
ユ
）
と
は
か
っ
て
こ
の

マ陸
侵
入
者
の
土
地
へ
流
れ
そ
そ
ぐ
山
か
ら

空
の
水
を
ひ
そ
か
に
止
め
て
し
ま
っ
た
。

梶
や
が
て
こ
の
哀
れ
な
一
家
が
生
活
苦
に

畷
あ
え
ぎ
父
は
死
ん
で
し
ま
う
。

〈
叩宿

そ
し
て
こ
の
と
き
の
小
さ
な
娘
が
や

と霞
が
て
復
讐
に
立
ち
向
う
と
い
う
マ
ル
セ

詞
ル
・
パ
ー
ー
ョ
ル
の
映
画
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚

第
本
。
パ
ー
ー
ョ
ル
は
一
九
五
二
年
に
こ
れ

を
妻
の
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
主
演
で
映
画
化

し
よ
う
と
し
て
果
せ
な
か
っ
た
。

１
１４７
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



｢ ぜひ一度お試しください」と田逼店長< 中央）

ル
シ
ー
さ
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の

方
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
。

日
替
り
メ
ニ
ュ
ー
の
フ
ロ
ー

ズ
ン
ョ
ー
グ
ル
ト
は
、
溺
種
類

の
中
か
ら
い
ろ
ん
な
組
合
せ
で

楽
し
め
る
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
も
い

ろ
い
ろ
。
Ｓ
１
８
０
円
、
Ｍ
２

６
０
円
、
Ｌ
３
６
０
円
。
他
に

も
手
焼
き
の
ワ
ッ
フ
ル
コ
ー
ン

入
り
が
３
８
０
円
、
フ
ル
ー
ツ

た
っ
ぷ
り
の
サ
ン
デ
ー
ワ
ッ
フ

ル
コ
ー
ン
４
８
０
円
な
ど
。
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
ー
も
で
き
』
る
。

国
兵
庫
区
東
山
町
２
１
１
‐
５

加
・
・
ｍ
Ｉ
配
叩
帥
無
休

宮
５
１
１
１
５
５
１
１

束
山
店
の
他
、
岡
本
店
・
逆
瀬
川
店
・

板
宿
店
が
あ
り
ま
す
。

☆
財
布
の
中
身
の
心
配
無
用

イ
キ
の
良
さ
で
勝
負
の
店

寿
し
屋
に
入
る
前
に
は
ど
う

し
て
も
財
布
の
中
身
を
確
か
め

な
い
と
不
安
、
と
い
う
人
に
嬉

し
い
お
知
ら
せ
。
須
磨
海
岸
の

山
側
に
あ
る
寿
し
の
店
錦
で
は

オ
ー
ナ
ー
が
以
前
、
魚
の
仕
入

れ
を
や
っ
て
い
た
だ
け
あ
っ

て
、
ネ
タ
の
新
し
さ
と
良
さ
を

見
極
め
る
目
は
折
り
紙
付
き
。

し
か
も
並
に
ぎ
り
は
一
人
前
７

０
０
円
と
手
頃
。
特
に
ハ
マ
チ

の
新
鮮
さ
は
こ
の
店
の
売
り
物

で
、
食
通
と
い
え
ど
も
「
う

ん
」
と
う
な
ら
せ
る
。

地中海料理に舌鼓（写真はＡコース）

び
っ

識繰溌･曲

ネタの新鮮さと旨さ、プラス値段の安さが身上

寿
し
屋
は
ネ
タ
の
新
鮮
さ
と

良
さ
や
大
き
さ
が
勝
負
で
、
そ

れ
を
安
い
値
段
で
出
す
の
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
は
当
然
だ
が

「
う
ち
は
目
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー

は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寿
し

屋
と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
事
を

追
求
す
る
こ
と
で
お
客
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
坂
部

さ
ん
は
語
る
。

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
も
間
近
な

こ
と
だ
し
、
海
へ
行
っ
た
帰
り

に
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
み

て
は
い
か
が
？

回
須
磨
区
磯
馴
町
６
１
８
シ
ｉ
サ
イ
ド

シ
ャ
ト
ー
須
磨
１
Ｆ

皿
如
ｍ
ｉ
ｍ
皿
叩

爾
７
３
３
１
９
８
１
９
月
曜
休

☆
ん
副

こ
れ
は
新
し
い
お
い
し
さ

ア
メ
リ
カ
で
話
題
の
フ
ロ
ー

ズ
ン
ョ
ー
グ
ル
ト
の
店
が
、
神

戸
に
も
、
続
々
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
。
ジ
ェ
イ
・
ヒ
グ
ビ
ー
ズ

東
山
店
も
そ
の
一
つ
。

一
般
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う

な
酸
味
は
少
な
く
、
舌
の
上
で

ト
ロ
リ
と
と
ろ
け
る
ま
る
や
か

さ
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
よ

う
な
感
触
。
し
か
し
、
カ
ロ
リ

ー
は
そ
の
３
分
の
１
、
脂
肪
分

は
な
ん
と
７
分
の
１
と
い
う
へ

へ
卜
グ
ル
メ
ク
ル
ー
ジ

凱
僅
柁
券
ン
グ
で
人

な
し
光
事
気
の
大
型

み
プ
燕
雲
観
光
船
ル

の
い
ナ
券
ミ
ナ
ス
神

者
し
ミ
船
戸
、
お
し

読
い
ル
乗
や
れ
な
船

愛
お
内
で
の
お

楽
し
み
は
レ
ス
ト
ラ
ン
カ

プ
リ
と
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン

マ
リ
ノ
で
の
お
食
事
。
特

に
好
評
は
、
サ
ン
マ
リ
ノ

の
本
格
的
地
中
海
料
理
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ワ
イ

ン
。
生
き
の
い
い
海
の
幸

を
ベ
テ
ラ
ン
シ
ェ
フ
が
豪

華
に
、
そ
し
て
心
を
こ
め

て
テ
ー
ブ
ル
に
・
Ａ
（
６
千

円
）
、
Ｂ
（
８
千
円
）
、
Ｃ

1冊ｆ鵠 篭蕊豊蕊鍵蕊霞騨蝿皇蕊

１
１４８
１

（
１
万
円
）
の
３
種
類
。

楕
叩
悔
〆
館
緬
蝿
華
豊
蛎

は
も
う
す
っ
か
り
、
地
中

海
気
分
に
。

ル
ミ
ナ
ス
神
戸
か
ら
乗
船
券
と
サ

ン
マ
リ
ノ
の
６
千
円
の
お
食
事
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
琶
を

記
入
し
て
〒
卸
神
戸
市
山
央
区
束

町
胴
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
神
戸
っ

子
「
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
」
係
へ
。
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心機一転、頑張ります

く
誕
生
す
る
の
は
、
６
月
初
め

の
予
定
。
新
し
い
場
所
で
の
お

い
し
い
味
が
楽
し
み
だ
。

画
６
月
初
め
に
オ
ー
プ
ン

中
央
区
北
野
町
２
１
７
１
油
リ
ン
ズ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内

川
牝
犯
１
Ｍ
坤
釦
Ⅳ
諏
帥
１
劃
亜
釦

鱈
２
４
２
１
２
５
６
２

☆
北
野
異
人
館
街
で

お
酒
落
な
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を

日
本
中
の
女
の
子
が
集
ま
る

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ヴ
ィ
ニ

ュ
ー
の
ラ
ン
チ
は
い
か
が
？

「
ペ
ン
シ
ョ
ン
ム
ー
ド
の
ラ
ン

チ
は
気
分
転
換
に
最
高
」
と
言

う
の
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ハ
ロ
ー
ホ
ン

神
戸
の
今
村
さ
ん
。
異
人
館
通

り
に
面
し
た
白
い
館
、
プ
チ
ホ

テ
ル
・
ア
ル
ソ
ン
内
隈
に
あ
る
し

☆
グ
ー
ニ
ー
北
野
が

リ
ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

移
転
し
ま
す

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
味
わ
う
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
、

本
格
派
炭
焼
ス
テ
ー
キ
に
、
古

く
か
ら
の
フ
ァ
ン
が
多
い
グ
ー

ニ
ー
北
野
。
こ
の
た
び
、
店
を

移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
じ

北
野
界
隈
で
の
適
地
を
探
し
て

い
た
が
、
よ
う
や
く
安
住
の
地

が
見
つ
か
っ
た
。

新
天
地
は
北
野
町
２
丁
目
の

リ
ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
。
「
新

し
い
店
で
は
ヒ
ゲ
も
さ
っ
ぱ
り

と
剃
っ
て
、
心
機
一
転
、
味
も

サ
ー
ビ
ス
も
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
て
、
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

グ
ル
マ
ン
の
貴
方
も
、
き
っ

白で統一されたおしゃれな店内

製
品
と
し
て
出
来
上
が
っ
た

専
門
シ
ョ
ッ
プ
。

●
神
戸
も
の
を
直
輸
入
し
て
い
る
と
こ
夫
妻
の
表
敬
訪
問
に
至
っ

ビ
ー
フ
パ
ィ
の
店
リ
ア
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ノ
ン
首
相
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
る
と

バ
ル
フ
オ
ー
ス

世
界
の
味
め
ぐ
り
重
睦
”
画
噸
諦
癖
噸
誹
嘩
却
た
。
「
今
ま
で
、
材
料
を
輸
入

綱
碑
峰
吟
唱
側
唖
皿
．
癖
》
》
》
》
》
》
岬
繍
》
》
》
》
帝
》
》
》
鮒
撫

と
、
東
灘
区
の
岡
本
に
こ
の

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

と
も
い
え
る
ミ
ー
ト
パ
イ
の

３
月
オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ル
プ
衝

オ
ー
ス
は
、
日
本
で
初
め
て
》

ｌ
ス
ト
ラ
リ
ア
の
架
け
橋
に

ビ
ー
フ
パ
イ
を
日
本
と
オ

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の

す
。
と
て
も
光
栄
で
す
ね
」

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
、
オ
ー
ナ

ー
の
内
山
成
旭
さ
ん
。

け
れ
ど
も
４
年
少
々
過
ご
し

た
場
所
に
は
愛
着
も
あ
り
、
離

れ
る
の
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
そ

ア
ブ
。リ

ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
新
し

と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
八
馬
さ

群

鴬露

と
満
足
す
る
は
ず
ノ
．

里

…
冥
宙

ジョン・バノン南蕊州首相（右端）本場以上とご満足

譜
Ｆ
叩
賎
Ｅ
隙
蝉
騒
聾
ｆ
ザ

露
卸
伊
哩

も
剛
円
ｌ
剛
円
と
手
ご
ろ
。

味
の
方
も
バ
ッ
グ
ン
。
値
段

騨
勇
銅

ん
は
語
る
。

》
》

ス
ト
ラ
ン
が
お
気
に
入
り
の
ス

ペ
ー
ス
。

お
す
す
め
は
チ
キ
ン
バ
ス

（
カ
ラ
ア
ゲ
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
・
サ
ラ
ダ
・
ロ
ー
ル
パ
ン
・

コ
ー
ラ
）
１
０
０
０
円
。
リ
ッ

チ
な
わ
り
に
は
良
心
的
な
値
段

が
う
れ
し
い
。
デ
ザ
ー
ト
に

は
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
６
０
０
円

や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
５
０
０
円

も
。
中
で
も
人
気
の
あ
る
の
が

ア
ッ
サ
ム
ミ
ル
ク
テ
ィ
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
で
、
森
シ
ェ
フ
ご
自

慢
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
。

も
ち
ろ
ん
ビ
ー
フ
Ⅷ
箔
で

１
１４９
１

さ
わ
や
か
な
紅
茶
の
味
が
生
き

て
い
る
。

広
い
店
内
を
利
用
し
た
パ
ー

テ
ィ
も
Ｏ
Ｋ
。
予
算
に
応
じ
て

お
望
み
通
り
。
し
か
も
こ
の
時

ば
か
り
は
閉
店
時
間
を
気
に
し

な
く
て
も
よ
い
と
か
。
ち
な
み

に
店
名
は
ブ
ド
ウ
畑
の
こ
と
。

国
中
央
区
北
野
町
３
‐
７
１
１

プ
チ
ホ
テ
ル
・
ア
ル
ソ
ン
内

加
鑑
加
Ｉ
⑲
：
伽
年
中
無
休

衝
２
３
１
１
１
５
３
８

§

篭

噸
、…・』Ｉ

鞠
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ら
、
１
日
７
１
８
時
間
程
度
、

日
時
は
希
望
を
考
慮
の
上
、
調

整
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
業

務
部
門
は
、
舞
台
公
演
・
展
示

・
作
品
募
集
・
そ
の
他
で
、
年

齢
、
性
別
、
学
歴
等
は
問
わ
な

い
。
弁
当
支
給
。
締
切
は
５
月

虹
日
（
火
）
〔
応
募
多
数
の
場

合
、
締
切
日
前
に
締
め
切
る
こ

と
も
あ
る
〕
。

門
に
よ
り
異
な
る
が
、
６
月
下

旬
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
締
め
切
ら
れ

て
い
く
の
で
、
詳
細
は
実
行
委

員
会
事
務
局
〔
（
っ
冨
）
鰹
」
１
コ
旨

㈹
・
直
通
〔
（
。
認
葛
置
ｌ
忌
日
〕

ま
で
。

☆
「
ひ
ょ
う
ご
肌
」
が
文
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

今
秋
開
催
す
る
第
３
回
国
民

文
化
祭
ひ
ょ
う
ご
肥
で
は
、
全

国
の
人
た
ち
を
暖
か
く
迎
え
、

兵
庫
を
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
の
ピ

ッ
グ
ス
テ
ー
ジ
に
す
る
た
め
、

各
事
業
の
実
施
運
営
に
参
加
す

る
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
る
。
勤
務
日
時
は
、
会

くま川野外造型祭
りし応る
はめ募作・
部きの品

共
に
生
き
る
（
投
笹
棚
よ
り
）

地
下
鉄
の
構
内
を
白
い
杖
を
つ
き
な

が
ら
足
早
に
歩
く
少
女
を
、
目
は
余
り

不
自
由
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
マ

イ
ク
の
収
納
ケ
ー
ス
に
頭
を
ぶ
つ
け

た
。
「
大
丈
夫
？
」
と
尋
ね
た
が
答
え

は
な
い
。
じ
っ
と
捕
さ
を
我
慢
し
て
い

る
。
電
車
を
降
り
て
よ
く
見
る
と
、
彼

女
が
私
の
少
し
前
を
歩
い
て
い
る
。
ま

た
通
路
か
ら
工
事
用
の
防
謹
壁
が
出
て

い
る
。
危
い
と
思
っ
た
時
、
中
年
の
男

性
が
彼
女
の
肩
を
押
し
た
の
で
助
か
っ

た
。
そ
の
時
彼
女
と
年
の
似
か
よ
っ
た

少
女
が
二
人
通
り
か
か
っ
た
の
で
、
彼

女
を
出
口
ま
で
誘
導
す
る
よ
う
に
頼
ん

だ
。
初
め
は
け
げ
ん
な
表
情
を
し
て
い

た
が
、
事
情
が
の
み
こ
め
た
の
で
快
く

彼
女
を
連
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
で

私
は
次
の
こ
と
を
知
っ
た
。
一
つ
は
目

の
不
自
由
な
人
に
危
険
が
多
い
こ
と
。

二
つ
は
多
く
の
人
が
目
の
不
自
由
な
人

に
適
切
な
行
動
が
と
れ
な
い
こ
と
。

☆
第
３
回
国
民
文
化
祭
ひ
ょ
う

ご
鯛
、
参
加
者
募
集
中
ノ
．

昭
和
団
年
、
一
般
の
人
々
の

文
化
創
造
・
発
展
を
図
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
「
国
民
文
化
祭
」

は
、
東
京
、
熊
本
に
続
き
、
今

年
は
兵
庫
県
で
行
な
わ
れ
る
。

「
二
○
○
一
年
美
の
創
造
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ひ
ょ
う
ご

記
」
で
は
、
国
際
性
の
発
揮
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
導
入
な
ど

〃
兵
庫
ら
し
さ
″
を
加
味
、
（

た
、
そ
の
中
の
必
部
門
に
つ
い

て
は
一
般
公
募
を
行
な
っ
て
お

り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
で
も

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

１
１５０
１

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル前

参
加
す

代
る
こ
と

、
が
で
き

熊本市街オープニングパレード
るれ設事部かイラ
｡ てけ業門な１エ
まいらが４４３７豊テ

仰
秘
元
蓉
毒

バ
シ
ル
」
が

蚕
｝
繰
り
広

奉
乍
げ
ら
れ

る
。

マスコット
‘Ｉカルちゃん, ,

祝月土月期
L ' ３１２２局
か日１１日１０

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

〃
市
民
の
参
加
〃
を
重
要
な
目
的

と
し
て
お
り
、
プ
ロ
。
ア
マ
を

問
わ
ず
一
般
公
募
し
（
要
参
加

費
）
、
文
化
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
立

っ
て
も
ら
う
も
の
で
、
去
年
和

年
か
ら
は
じ
ま
り
、
毎
年
こ
の

時
期
に
開
催
す
る
こ
と
で
市
民

へ
の
浸
透
を
期
待
し
て
い
る
。

日
程
は
以
下
の
と
お
り
。

５
月
４
．
５
日
神
戸
の
え
ん
げ
き
．

シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

５
月
５
日
神
戸
の
こ
ど
も
・

中
ホ
ー
ル

５
月
６
日
神
戸
の
し
ら
べ
・

中
ホ
ー
ル

５
月
７
日
神
戸
の
お
ど
り
・

中
ホ
ー
ル

５
月
８
日
神
戸
の
リ
ズ
ム
・

中
ホ
ー
ル

風
問
い
合
わ
せ
は

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

湧
０
７
８
（
３
５
１
）
３
５
３
う

保
健
所
の
一
歳
児
健
診
で
言
葉
の
遅

れ
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
大
学
病
院
で
耕

密
検
査
を
受
け
、
脳
の
萎
縮
と
空
室
が

多
い
と
い
う
宣
告
を
受
け
た
若
い
母
親

は
、
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
「
智
恵
遅

れ
」
と
い
う
言
葉
が
頭
の
中
に
響
き
ま

し
た
。
今
ま
で
別
世
界
の
こ
と
と
思
っ

て
い
た
障
害
児
と
い
う
こ
と
が
自
分
に

ふ
り
か
か
り
ど
う
し
て
よ
い
か
分
ら
な

く
な
っ
た
が
、
こ
の
子
の
た
め
に
自
分

が
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

そ
れ
に
は
心
の
支
え
が
欲
し
い
と
、
血

を
吐
く
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

〒
副
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
Ｉ
一

神
戸
国
際
会
館
一
階

震
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

翁
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

- ＝可云公一

問
い
合
わ
せ
（
申
込
書
に
関
す

る
こ
と
も
含
め
て
）
は
、

第
３
回
国
民
文
化
祭
兵
庫
県

実
行
委
員
会
事
務
局

恋
０
７
８
（
３
６
１
）
８
６
１
０

☆
第
２
回
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
／
、

４
月
下
旬
に
改
修
工
事
が
完

了
し
、
４
月
釦
日
と
５
月
１
日

ご
ぜ

に
「
は
な
れ
瞥
女
お
り
ん
」
（
中

ホ
ー
ル
）
、
同
じ
く
５
月
１
日

に
「
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
大

ホ
ー
ル
）
を
改
修
記
念
と
し
て

行
な
っ
た
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
続
け
て
５
月
４
日
か
ら
８

日
ま
で
の
５
日
間
「
第
２
回
市

民
が
創
る
神
戸
文
化
ホ
ｉ
ル
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た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
は
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
の
あ
と
、

小
出
支
社
長
、
西
区
増
田
区
長

の
喜
び
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
３
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
イ
メ

ー
ジ
ガ
ー
ル
に
な
っ
た
歌
手
の

長
田
悠
希
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な

歌
も
色
ど
り
を
添
え
た
。
同
店

に
は
電
話
機
・
キ
ャ
プ
テ
ン
、

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
な
ど
の
販
売

の
ほ
か
、
電
話
料
金
の
徴
収
な

ど
の
営
業
を
行
う
。

☆
中
国
語
雑
誌
『
明
天
』
創
刊

日
中
友
好
の
か
け
橋
に

歴
史
的
・
地
理
的
に
み
て
深

い
関
係
を
持
つ
日
本
と
中
国
の

両
国
が
繁
栄
す
る
た
め
に
は
、

相
互
理
解
の
促
進
が
ま
ず
必
須

条
件
で
、
思
想
の
異
な
る
両
国

の
か
け
橋
が
存
続
し
な
け
れ

蕊蕊驚

色
彩
や
花
材
の
取
り
扱
い
方
に

お
も
し
ろ
い
も
の
が
多
か
っ
た

ま
た
、
会
場
内
に
は
会
員
に

よ
る
お
茶
席
や
手
作
り
ク
ッ
キ

ー
を
楽
し
む
テ
ィ
ー
ス
。
ヘ
ー
ス

も
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
国
際
交

流
の
輪
が
広
ま
っ
た
よ
う
だ
。

い
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
神
戸
は
会
員
剛
人
。
経
験
者

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
け

花
芸
術
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

☆
こ
う
べ
・
花
の
名
所
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
出
版
さ
れ
る

神
戸
市
と
側
神
戸
市
公
園
緑

化
協
会
は
、
３
月
釦
日
か
ら
、

『
こ
う
べ
花
の
名
所
印
選
」
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
五
百
円
で
頒
布

し
て
い
る
。

神
戸
市
で
は
、
「
花
の
ま
ち

☆
国
際
交
流
は
い
け
花
展
か
ら

第
晦
回
を
迎
え
た
い
け
花
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
神
戸
支
部

花
展
が
４
月
哩
日
ｌ
蛤
日
ま
で

相
楽
園
会
館
で
開
か
れ
た
。
初

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
会
長

の
貝
原
県
知
事
夫
人
、
各
国
領

事
夫
人
、
各
華
道
字
派
家
元
は

じ
め
神
戸
の
花
を
愛
す
る
文
化

人
が
多
数
出
席
し
、
神
戸
華
道

の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
〃
お
花
大

作品を見る貝原県知事夫人〃
作人にい力ど作７２好お
品参外。作れ品点き花
は加国特揃もI まの〃大

繍薪噸揮が
日中両国の
かけ橋に…
む展しぱ
こはい、
と望発新

群
．
鮭
．
Ｕ
戦

差
つ
く
花

の
名
所
卵
選
」
を
選
定
、
市
民

の
関
心
を
た
か
め
る
た
め
様
々

の
サ
ー
ビ
ス
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き

た
が
、
今
回
は
そ
の
一
環
と
し

て
本
に
ま
と
め
た
。

こ
の
本
の
特
徴
の
一
つ
は
、

花
の
名
所
を
見
開
き
の
２
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
、
主
な
交
通
機
関

や
地
図
、
ま
た
去
年
実
施
さ
れ

た
『
こ
う
べ
花
の
名
所
印
選
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
上
位
入

賞
作
品
調
点
を
載
せ
て
い
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
を

美
し
く
彩
っ
て
い
る
。

☆
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

情
報
発
信
地
に
／
・

神
戸
で
初
め
て
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

テ
レ
ホ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が
西
神
中

央
駅
フ
ェ
ル
マ
ー
タ
Ｕ
に
３
月

羽
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
日
は
西
区
の
中
核
を
な

神
戸
」
運
動
の
一
環
と
し
て
、

〃
好
き
で
す
こ
う
今
へ
、
好
き
で

す
花
が
…
″
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

輯

諦
輝
喚
』
（
編
集
室
・
中
森
訳
）
の
英

琴
一
軽
凝
議
篭
蕊
蔚

錐
先
擁
唾
葎
唾
睡
祁
港
球
罰
鴎
擢
振
謹

》
帯
》
》
》
》
》
稚
確
》
団

鱈
、
。
準
麺
正
調
塞
諦
華
坤
渇
に
麺
蝿
礎

恥
醗
鈍
塗
師
詮
袴
誼
迂
お
り
、
今
後
の

すくす玉割するテレホン
ショプスタッフ

をぎ変ンオ同グツす
みわなし１時街ピシ
せいに大フ･ I こがンヨ

『こうべ花の名所
５０選』ガイドブック
てと募ら市Ｉ
司にをの民ズ
こしも応かに

義
蕊蕊蕊鳶蕊蕊

が
で
き
な
い
。

そ
の
考
え
の
も
と
に
中
国
語

雑
誌
、
『
冒
昌
○
月
屡
三
』
が

今
年
の
２
月
に
、
日
中
国
交
正

常
化
妬
周
年
を
迎
え
、
月
刊
誌

と
し
て
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。日

本
だ
け
で
な
く
、
主
に
中

国
政
府
を
通
し
、
中
国
本
土
お

よ
び
香
港
、
台
湾
、
マ
カ
オ
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
、
中
国
人
の
住

む
地
域
に
次
第
に
拡
げ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

中
国
と
日
本
、
中
国
と
世
界

中さＴＨＥＨＩＳｒＯＲＹ
森れ
訳たｏＦ
,= '

の夏NA G A r A S H R I N E
英田

１
１５１
１

図
書

ガ
イ
ド

癖
繍
蕊
篇

；
；
・
；
田
辺
聖
子

処
世
訓
や
凡
俗
の
人
生
活
図
を
巧
み

に
描
き
出
し
た
イ
ソ
ッ
プ
物
語
は
、
田

辺
聖
子
さ
ん
に
と
っ
て
絶
好
の
モ
チ
ー

フ
と
成
り
得
て
い
る
．
磐
は
瞥
の

風
刺
を
自
在
に
あ
や
つ
り
、
元
来
の
物

語
の
性
質
は
そ
の
ま
ま
に
、
イ
ソ
ッ
プ

源
、
唖
舗
を
そ
っ
く
り
現
代
に
ぃ

同
じ
批
評
眼
を
持
つ
人
に
は
、
痛
快

こ
の
上
謹
識
謡
細
。
一
、
○
○
○
円
）
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毛
せ
ん
を
敷
き
散
る
桜
の
下

で
静
か
に
茶
を
の
ん
で
い

た
・
さ
て
″
文
化
を
語
る
資

格
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

の
交
流
の
た
め
に
期
待
さ
れ

る
。☆

雅
子
音
頭
が

三
宮
の
夜
に
流
れ
る
ソ
レ
ノ
．

「
港
神
戸
の
夕
映
え
消
え

て
ネ
オ
ン
き
ら
め
く
夜

の
町
浮
世
の
つ
ら
さ
忘

れ
さ
す
一
度
来
た
な
ら
又

来
た
く
な
る
こ
こ
は
こ

こ
は
生
田
新
道
雅
子
で

す
．
さ
あ
ど
う
ぞ
」

ご
存
知
、
こ
の
生
田
新
道
。

雅
子
の
「
雅
子
音
頭
」
を
唄
う

高
等
学
校
。
あ
の
宇
和
島
の
出

身
。
作
詞
は
森
平
順
子
さ
ん
。

そ
し
て
、
作
曲
は
「
会
津
の
小

鉄
」
「
新
宿
ブ
ル
ー
ス
」
「
お
さ

ら
ば
故
郷
さ
ん
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
和
田
香
苗
さ
ん
。

プ
ロ
モ
ー
ト
は
ス
ナ
ッ
ク
『
雅

子
』
の
落
合
健
さ
ん
。

近
日
中
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
予
定
、
乞
御
期
待
／
、

ス
ナ
ッ
ク
雅
子

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
５
１
９

Ｋ
Ｃ
Ｂ
ピ
ル
３
Ｆ

湾
０
７
８
（
３
３
２
）
０
０
５
１

☆
ソ
ロ
プ
チ
の
バ
ザ
ー
大
盛
況

仕
事
を
持
つ
女
性
ば
か
り
の

世
界
最
大
の
奉
仕
団
体
、
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸
の
第
肥

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
、

３
月
茄
日
、
神
戸
・
ポ
ー
ト
ァ

ぽ
か
つ
た
。
冬
の
寒
気
の
関

係
だ
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
祇
園
の
し
だ
れ
桜
の
周
り

の
ど
ん
ち
ゃ
ん
カ
ラ
オ
ケ
騒

ぎ
、
吉
野
西
行
庵
の
桜
の
下

の
ゴ
ミ
の
山
、
笹
部
桜
の
下

の
子
供
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ

こ
。
困
っ
た
も
の
だ
。
布
引

の
貯
水
池
の
桜
見
物
に
引
率

し
て
き
た
若
い
男
先
生
が
、

「
大
き
な
枝
折
っ
た
ら
あ
か

ん
ぞ
」
と
大
声
で
注
意
し
て

い
た
。
子
供
達
は
素
直
に
せ

っ
せ
と
小
枝
を
折
っ
て
帽
子

や
胸
に
挿
し
男
先
生
は
笑
顔

で
み
て
い
た
。
外
人
墓
地
で

外
人
夫
婦
が
子
供
達
を
赤
い

蕊
ル
の
社
長
、
今
井
啓
介
さ
ん
。

セ
ン
バ
ッ
で
優
勝
し
た
宇
和
島

花時計大
き
な
枝
折
っ
た
ら

あ
か
ん
ぞ
″

桜
が
咲
き
今
年
も
名
桜
を

み
て
回
っ
た
。
祇
園
の
し
だ

れ
桜
も
平
安
神
宮
の
紅
桜
も

常
勝
皇
寺
の
九
重
桜
も
、
生

前
天
皇
家
に
も
な
い
と
笹
部

博
士
が
自
慢
さ
れ
た
岡
本
の

笹
部
桜
も
お
し
な
べ
て
白
っ

１
１５２
１

≦;e、／

ん
の
は
、
今

猿
出
屋
助
左

轄
衛
門
こ
と

今
今
啓
。
ハ
ー

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

☆
作
家
の
田
辺
聖
子
さ
ん
の
還
暦
を
祝

う
〃
す
み
れ
パ
ー
テ
ィ
〃
が
、
３
月
配

円
亜
暴
山
の
上
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

が
、
５
月
６
日
伊
丹
市
長
の
胆
入
り
で

地
元
伊
丹
館
一
ホ
テ
ル
で
〃
あ
や
め
パ

ー
テ
ィ
〃
が
開
か
れ
ま
す
。

☆
彫
刻
家
の
新
谷
英
夫
さ
ん
が
、
都
市

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
記
録
を
ま
と
あ
た

「
陽
光
と
彫
刻
」
Ｂ
５
判
加
頁
の
写
真

集
（
帥
作
砧
掲
城
）
を
、
日
写
か
ら
出

版
。
（
予
定
価
格
５
千
円
）
ま
た
神
戸

新
聞
に
連
戦
し
た
自
叙
伝
を
二
彫
一

彫
の
人
生
』
と
題
し
て
、
自
費
出
版
さ

れ
、
そ
の
出
版
記
念
会
と
神
戸
新
聞
社

平
和
賞
の
祝
賀
会
が
、
６
月
加
日
（
日
）

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

★
宮
崎
喜
美
子
さ
ん
（
宮
崎
市
長
夫
人
）

が
こ
の
程
、
短
歌
集
「
葛
の
花
」
を
上

梓
さ
れ
ま
し
た
。
〃
す
み
れ
す
み
れ
か

く
も
愛
し
き
花
璽
一
本
つ
ま
れ
歳
古
り

に
け
り
″

★
円
印
文
化
協
会
〃
長
、
兵
庫
県
バ
ラ

協
会
々
長
、
神
戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
々
長

の
桑
原
泰
業
さ
ん
の
桑
原
総
合
事
務
所

が
移
転
し
ま
し
た
。
新
事
務
所
は
、

〒
師
神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
６
丁
目

１
ノ
釦
ノ
皿
貧
０
７
８
（
２
４
１
）
４

春
風
に
尾
を
ひ
ろ
げ
た
る

孔
雀
岸
か
な

蕪
村
の
句
で
す
。
春
風
や
大

志
抱
い
て
丘
に
立
つ
、
虚
子

の
句
で
す
。
さ
て
シ
ュ
ン
プ

ウ
と
読
む
の
か
、
ハ
ル
カ
ゼ

と
読
む
の
か
。
な
お
ざ
り
に

し
な
い
の
が
文
化
で
す
。
お

せ
っ
か
い
な
が
ら
前
句
は
シ

ュ
ン
プ
ウ
と
よ
み
後
句
は
ハ

ル
カ
ゼ
と
よ
み
ま
す
。

（
Ｙ
）

☆
造
形
作
家
の
田
中
薫
さ
ん
が
、
能
勢

の
山
里
に
ア
ト
リ
エ
を
移
さ
れ
、
住
い

も
、
そ
こ
か
ら
加
分
の
川
西
市
大
和
西

３
丁
圃
狙
ノ
ー
（
昔
０
７
２
７
１
弧
Ｉ

７
７
５
４
）
に
移
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ト

リ
エ
／
〒
躯
ｌ
蝿
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢

町
宿
野
Ⅷ
ノ
ー
（
窓
０
７
２
７
１
狸
１

１
１
４
３
）

☆
４
月
鍋
日
、
北
浦
洋
子
さ
ん
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）
が
神
戸
市
文
化
奨
励

賀
（
唾
年
度
）
を
受
賞
さ
れ
、
そ
の
受

賞
祝
賀
演
奏
会
と
パ
ー
テ
ィ
が
、
シ
ア

タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
で
、
ア
ー
シ
ィ
ク
ラ

プ
（
後
援
会
）
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
受
賞
記
念
に
５
月
畑
日
午

後
７
時
よ
り
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
（
中
）

で
、
神
戸
室
内
合
奏
団
の
定
期
演
奏
会

に
お
い
て
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
演
奏
さ

れ
ま
す
。
（
２
５
０
０
円
）

イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

当
日
は
春
雨
が
ふ
り
そ
そ
ぎ

出
足
が
心
配
さ
れ
た
が
、
約
伽

人
も
の
参
加
者
で
終
日
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
た
。
催
物
は
会
員
の

ｉ
ｉ
ｉ
…
…
盛
り
沢

山
。
売
れ
行
き
も
上
々
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
収
益
金
は
地
域
社

会
、
海
外
発
展
途
上
国
の
奉
仕

活
動
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

バザー風景
ごコな蚤託や寄
とｌどの品、贈
に十各市、委品

１
７
７
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誉

１
１５３
１

て
つ
ち
り
の
淡
海
、
う
な
ぎ
の
千
鳥
、

洋
食
屋
の
山
陽
軒
と
か
ね
。

大
谷
町
の
お
医
者
さ
ん
、
畳
屋
さ
ん

お
う
ど
ん
屋
さ
ん
も
多
く
て
楽
し
い
。

上
田
菊
水
湯
に
扇
港
湯
は
千
人
風
呂

で
い
ま
も
繁
じ
よ
う
し
て
る
し
、
お
好

み
焼
の
美
味
し
い
店
が
多
い
で
す
ね
。

佐
野
こ
れ
か
ら
は
神
戸
ま
つ
り
で
、

イ
ベ
ン
ト
が
賑
や
か
な
ん
で
す
。

松
平
夏
の
お
中
元
は
昨
年
、
淡
路
フ

ェ
リ
ー
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
に
捌

人
招
待
し
て
、
人
気
あ
り
ま
し
た
。
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と
歳
末
の
売
り
出

し
に
し
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
に
知
恵
を
し
ぼ

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ま
あ
行
政
も
最
近
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ

テ
ィ
対
策
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
し
、
兵
庫
県
の
指
定
も
受

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
西
神
戸
界
隈
で

力
を
合
せ
て
や
っ
て
行
き
た
い
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

大
谷
徳
風
社
さ
ん
に
も
よ
く
応
援
し

て
も
ろ
て
ま
す
が
、
ま
あ
こ
ち
ら
は
て

き
ぱ
き
と
し
て
親
切
で
よ
う
気
配
り

の
き
く
し
っ
か
り
し
た
も
ん
で
す
（
笑
）

大
谷
今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
ゅ
う
／
、

■にころの歳時記 レトロで復権した大派筋商店街

松
平
こ
の
大

正
筋
商
店
街
は

名
の
通
り
誕
生

し
た
の
が
、
川

崎
重
工
や
、
三

菱
造
船
の
大
企

業
が
大
正
末
期

に
兵
庫
界
隈
に

進
出
し
、
そ
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
か
れ
た
街
が

長
田
界
隈
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ま
で
は

田
ん
ぽ
や
っ
た
（
笑
）
今
の
西
神
や
北

神
と
一
緒
で
す
な
。
そ
や
か
ら
、
下
町

の
よ
き
伝
統
が
あ
る
。

上
田
大
正
筋
商
店
街
が
約
Ⅷ
店
舗
で

南
北
に
あ
り
、
六
軒
道
商
店
街
が
西
南

に
の
び
て
お
り
丸
八
市
場
、
丸
五
市
場

日
吉
市
場
、
山
吉
市
場
な
ど
が
張
り
つ

い
て
い
る
か
ら
、
こ
の
界
隈
を
西
神
戸

商
店
街
と
総
称
し
て
い
る
ん
で
す
。

松
平
品
物
が
安
く
て
買
い
や
す
い
庶

民
に
愛
さ
れ
て
い
る
町
で
す
よ
。

佐
野
三
年
前
か
ら
大
正
筋
商
店
街
の

ル
ー
ツ
を
生
し
た
〃
大
正
ウ
ィ
ー
ク
″

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
の
流

れ
の
中
で
始
め
た
の
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま

し
て
ね
。
大
正
時
代
の
神
戸
の
懐
古
展
、

パ
ネ
ル
展
、
懐
し
い
玩
具
と
お
菓
子
、

チ
ン
ド
ン
屋
に
人
力
車
。
商
店
街
こ
ぞ

っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
日
本
イ
ベ
ン
ト

協
会
か
ら
特
別
賞
を
受
賞
し
た
ん
で
す

大
谷
私
共
も
地
元
の
繁
栄
に
よ
っ
て

お
仕
事
が
伸
び
る
訳
で
す
か
ら
、
イ
ベ

ン
ト
で
活
気
づ
く
の
は
嬉
し
い
で
す
ね

松
平
国
鉄
新
長
田
駅
も
、
商
店
街
の

民
間
パ
ワ
ー
で
誕
生
し
た
ん
で
す
。
そ

れ
に
、
全
市
的
に
も
、
日
本
的
に
も
、

日
本
家
屋
の
密
集
地
で
、
今
や
そ
れ
が

観
光
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

上
田
源
平
時
代
の
古
戦
場
の
跡
で
も

あ
り
、
平
忠
慶
の
腕
塚
や
胴
像
も
あ
り

ま
す
よ
。

松
平
食
べ
も
の
屋
に
し
に
せ
が
多
い

大
谷
大
谷
徳
風
社
が
、
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
地
元
の
大
正
筋
商

店
街
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た

回
出
席
者
（
写
真
右
よ
り
）

神
戸
商
店
街
連
合
副
会
長

松
平
奈
良
男
〈
会
誕
榊
炉
疏
雌
蕊
窪
〉

興
組
合
理
事
長

大
谷
晃
世
八
大
谷
徳
風
社
社
長
Ｖ

上
田
司
郎
〈
謎
譲
店
街
振
典
組
合
／、

佐
野
順
弘
〈
譲
鰯
蕊
錨
振
興
組
合
／、

全
葬
連
認
定
葬
祭
専
門
津
資
絡
承
褐
者

詠
式
会
斌
天
谷
徳
風
狂

蕊
奪
総
投
天
谷
晃
世

全
国
葬
祭
事
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
１
ｕ
‐
狸

倉
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
蘭
台
支
店
／
言
Ｏ
７
８
１
５
９
２
ｌ
５
４
８
５
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凸
霊
魂
の
存
在
を
信
じ
て
い
ま
す

小磐
関箪一院
二葦
平擦
の

美 女対談
第２回
戯曲作家

芦川照葉

美と幽玄の世界に
魅せられて

小
関
芦
川
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
世
代
の
女
性
が
歌
舞
伎
の
世
界

に
興
味
を
持
つ
、
そ
の
う
え
脚
本
を
書
か
れ
る
と
な
る
と
か
な
り

話
題
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
？

芦
川
中
学
時
代
に
ピ
ア
ノ
を
習
っ
た
り
し
て
た
ん
で
す
が
、
あ

小
関
三
平
教
授
が
対
談
第
２
回
目
に
迎
え
た
美
女
は
、
翫
年
旭

月
に
戯
曲
作
品
集
を
出
版
し
た
芦
屋
在
住
の
芦
川
照
葉
さ
ん
。
こ

の
作
品
集
に
収
め
ら
れ
た
二
篇
の
う
ち
『
北
洲
霊
異
』
は
一
九
八

一
一
年
度
国
立
劇
場
新
作
歌
舞
伎
脚
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
佳
作
入
選
、

弘
年
ｎ
月
に
は
松
本
幸
四
郎
、
尾
上
菊
五
郎
ら
に
よ
り
国
立
劇
場

で
上
演
も
さ
れ
ま
し
た
。
艶
や
か
な
着
物
姿
の
芦
川
さ
ん
に
初
め

と
き

は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ
た
小
関
授
教
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
和
や

か
な
雰
囲
気
に
。
歌
舞
伎
の
お
話
を
中
心
に
ホ
ッ
ト
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
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芦
川
本
当
は
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い
ん
で
す
け
ど
…
…
仕
事
場

と
い
う
よ
り
は
連
絡
場
所
に
な
り
ま
す
ね
。

小
関
大
学
で
は
ど
ん
な
研
究
を
な
さ
っ
て
い
た
ん
で
す
か
？

芦
川
学
生
時
代
の
専
攻
は
江
戸
文
学
。
中
で
も
私
は
上
田
秋

成
、
あ
と
は
俳
文
学
が
好
き
で
す
。

小
関
そ
う
い
え
ば
、
芦
川
さ
ん
の
こ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
１
．

芦
川
え
え
、
や
は
り
大
好
き
な
作
家
、
泉
鏡
花
の
「
照
葉
狂

言
」
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

小
関
粋
で
も
あ
り
、
幻
想
的
で
も
あ
る
世
界
で
す
ね
。
怨
霊
や

亡
霊
な
ど
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か
？

芦
川
は
い
、
霊
魂
の
存
在
を
信
じ
ま
す
。

小
関
「
四
谷
怪
談
」
を
ひ
と
つ
例
に
と
っ
て
み
て
も
そ
う
な
ん

で
す
が
、
昔
は
夜
が
も
っ
と
暗
く
て
亡
霊
な
ん
か
も
き
っ
と
今
以

上
に
リ
ァ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
今
や
万
事
が
明
る

く
て
、
物
の
怪
が
住
み
に
く
い
時
代
で
す
か
ら
芦
川
さ
ん
あ
た
り

が
大
事
に
し
て
あ
げ
な
い
と
（
笑
）
。
歌
舞
伎
の
方
は
好
き
な
作

家
を
、
と
い
っ
て
も
や
は
り
役
者
の
方
が
名
が
知
ら
れ
て
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

芦
川
そ
う
で
す
ね
。
私
の
場
合
は
セ
ン
テ
ン
ス
の
長
い
も
の
は

苦
手
だ
っ
た
ん
で
脚
本
を
書
き
始
め
た
ん
で
す
が
、
当
初
シ
ナ
リ

オ
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
岡
本
締
堂
の
「
修
善
寺

ま
り
自
分
に
は
合
わ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
日
本
舞
踊
と
長
唄
、

三
味
線
を
始
め
た
の
が
最
初
で
す
。
歌
舞
伎
舞
踊
か
ら
徐
々
に
ス

ト
ー
リ
ー
を
追
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
て
。

小
関
そ
れ
は
す
ご
い
。
芸
達
者
で
す
ね
。
僕
は
ど
う
も
観
る
機

会
が
少
な
く
、
歌
舞
伎
音
痴
で
申
し
訳
な
い
ん
で
す
が
、
あ
の
豪

華
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
は
、
む
し
ろ
能
よ
り
も
お
も
し
ろ
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。

芦
川
関
西
で
は
ど
う
し
て
も
観
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
私
も
実
は
あ
ま
り
観
て
い
な
く
て
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
５
月
か
ら
東
京
に
仕
事
場
を
持
っ
た
ん
で
す
。

小
関
そ
う
そ
う
、
３
月
ま
で
は
大
学
の
助
手
を
な
さ
っ
て
い
た

ん
で
し
た
ね
。
そ
う
す
る
と
、
東
京
進
出
で
い
よ
い
よ
本
格
的
に

脚
本
の
お
仕
事
を
？

小
関
作
品
集
の
あ
と
が
き
に
「
資
料
の
少
な
い
方
が
空
想
が
膨

ら
む
」
と
あ
り
ま
し
た
ね
。

芦
川
え
え
、
で
も
「
原
ノ
城
」
の
場
合
は
、
天
草
四
郎
が
あ
ま

り
に
も
有
名
で
す
し
、
取
材
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
。
郷
土
史
館

を
訪
れ
た
り
、
原
ノ
城
跡
に
３
時
間
も
ぽ
お
－
つ
と
し
て
た
り
。

そ
う
す
る
と
な
ん
と
な
く
セ
リ
フ
が
浮
か
ん
で
き
て
。

小
関
そ
の
点
「
北
洲
霊
異
」
の
十
寸
見
蘭
洲
は
実
在
の
人
物
で

も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
か
ら
書
き
や
す
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

芦
川
そ
う
で
す
ね
。
資
料
も
少
な
い
し
、
没
年
も
わ
か
ら
な
い

物
語
」
を
読
ん
で
ス
タ
イ
ル
を
勉
強
し
た
わ
け
な
ん
で
す
。

▲
島
原
半
島
ま
で
取
材
に
行
き
ま
し
た

１
１５５
１

『
北
洲
霊
異
』
上
演
記
録

口
一
九
八
四
年
十
一
月
三
日
’
二
十
五
日
於
・
国
立
劇
場

□
お
も
な
役
ど
こ
ろ
は

十
寸
見
蘭
洲
松
本
幸
四
郎

関
屋
尾
上
菊
五
郎

十
寸
見
河
東
中
村
福
助

細
井
広
沢
河
原
崎
権
十
郎

新
井
勘
解
由
中
村
又
五
郎

平
沢
左
内
岩
井
半
四
郎
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小
関
「
原
ノ
城
」
の
方
は
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
上
演
予

定
は
あ
る
ん
で
す
か
？

芦
川
い
え
、
ま
だ
。
上
演
先
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
関
天
草
四
郎
と
い
え
ば
美
少
年
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も

し
か
す
る
と
芦
川
さ
ん
は
美
少
年
好
み
？

芦
川
は
い
（
笑
）
き
れ
い
な
人
が
好
き
で
す
。

小
関
男
性
観
を
少
し
お
聞
き
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。
好
き
な

男
性
の
タ
イ
プ
と
い
う
と
？

芦
川
そ
う
で
す
ね
…
こ
う
い
う
時
は
き
っ
と
身
長
妬
セ
ン
チ
以

上
で
優
し
く
て
、
と
言
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど

も
（
笑
）
。
や
は
り
挫
折
を
経
験
し
て
い
る
男
性
に
魅
力
を
感
じ

ま
す
。
挫
折
し
っ
放
し
と
い
う
の
も
困
り
ま
す
け
ど
（
笑
）
。

ひ
と

小
関
と
い
う
こ
と
は
、
他
者
の
傷
み
と
か
が
理
解
で
き
る
と
い

う
点
な
ん
か
で
す
か
。

芦
川
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
風
の
見
せ
か
け
の
優
し
さ
を
も
っ
た

人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
け
ど
ね
。
そ
れ
を
本
当
の
優
し
さ
と
感
違

い
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
。

小
関
最
近
は
、
優
し
い
の
が
当
た
り
前
と
い
う
風
潮
な
ん
で
す

よ
ね
。
み
ん
な
賛
沢
な
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

小
関
サ
ス
。
ヘ
ン
ス
も
の
の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
脚
本
も
手
掛
け
て
ら

れ
る
よ
う
で
す
が
、
次
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
書
か
れ
ま
す
か
？

芦
川
少
し
時
代
を
遡
っ
て
平
安
時
代
の
人
物
を
江
戸
時
代
に
つ

れ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
歌
舞
伎
で
は
よ
く
そ
う
い
う
こ
と
を

す
る
ん
で
す
が
時
代
を
ま
ぜ
こ
ぜ
に
し
て
み
よ
う
と
。

小
関
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
よ
う
な
自
由
な
お
も
し
ろ
さ
で

す
ね
。
相
撲
と
歌
舞
伎
は
、
比
較
的
外
国
の
方
に
知
ら
れ
る
の
が

遅
れ
て
た
よ
う
で
す
が
、
確
か
２
１
３
年
前
に
パ
リ
で
猿
之
介
さ

国
舞
台
は
椅
麗
で
な
い
と
絶
対
駄
目
／
、

１
１５６
１

は
る
し
ろ

「
原
ノ
城
ｌ
芦
川
照
葉
戯
曲
集
Ｉ
」

而
立
書
房
刊
１
５
０
０
円

『
北
洲
霊
異
』
、
『
原
ノ
城
』
の
二
篇
収
録

ほ
ど
で
す
か
ら
非
常
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

音
楽
関
係
の
人
な
の
で
音
楽
事
典
に
は
登
場
す
る
ん
で
す
け
ど

ね
。小

関
伴
天
連
の
讃
美
歌
と
か
、
「
北
洲
霊
異
」
の
三
味
線
、
雨

の
降
る
音
と
音
の
要
素
も
き
っ
と
大
き
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
お
書

き
に
な
る
時
は
役
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
あ
て
は
め
た
り
し
ま
す
か
？

芦
川
い
え
、
そ
れ
は
な
る
べ
く
し
な
い
よ
う
に
し
て
る
ん
で

す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
引
き
ず
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の

で
す
が
、
や
は
り
役
者
に
台
本
が
つ
い
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
は
駄
目
だ
と
思
う
ん
で
す
。

小
関
役
者
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
ホ
ン
ト
に
詳
し
い
で
す
ね
。
ス

ト
ー
リ
ー
そ
の
も
の
や
衣
裳
に
非
常
に
興
味
が
あ
っ
て
も
、
確
か

に
役
者
を
し
ら
な
い
と
お
も
し
ろ
く
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
ね
。

新
劇
は
専
門
誌
が
あ
り
ま
す
け
ど
歌
舞
伎
の
脚
本
の
場
合
、
発
表

の
場
は
何
か
あ
る
ん
で
す
か
？

芦
川
今
回
の
「
原
ノ
城
」
は
本
を
出
版
す
る
と
い
う
前
提
で
進

め
ま
し
た
の
で
書
き
下
ろ
し
な
ん
で
す
。
た
だ
、
演
じ
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
知
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
書
店
に
並
ん
で
て

も
よ
っ
ぽ
ど
興
味
が
な
け
れ
ば
買
っ
て
頂
け
な
い
で
す
よ
ね
。

小
関
「
北
洲
霊
異
」
の
上
演
が
決
ま
っ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

芦
川
は
い
。
も
の
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

小
関
執
筆
段
階
で
の
自
分
が
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
上
演
さ

れ
た
も
の
を
見
比
べ
て
い
か
が
で
す
か
？

芦
川
や
は
り
役
者
さ
ん
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
ね
。
例

え
ば
遊
女
の
霊
（
関
屋
）
は
菊
五
郎
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
あ

の
方
は
非
常
に
華
や
か
な
方
な
の
で
存
在
感
が
強
く
な
っ
て
い
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

小
関
僕
が
先
日
見
た
映
画
（
「
黄
昏
に
燃
え
て
」
）
で
も
、
ジ
ャ

ッ
ク
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
浮
浪
者
の
役
が
妙
に
存
在
感
が
あ
り
ま
し

た
よ
。
で
も
関
屋
の
役
な
ど
は
役
者
さ
ん
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
や

り
た
い
役
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

芦
川
え
え
、
初
め
は
歌
右
衛
門
さ
ん
が
名
乗
り
を
あ
げ
て
下
さ

っ
た
よ
う
で
す
。
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今日は和風でしっとりと（｢ 栄弥ｉ

１
１５７
１

蕊

ん
が
公
演
さ
れ
て
か
ら
注
目
さ
れ
て
る
ん
で
す
。

芦
川
日
本
の
若
い
人
た
ち
に
も
も
っ
と
舞
台
を
見
て
ほ
し
い
の

で
す
が
ど
う
も
受
験
国
語
の
文
法
中
心
古
典
で
す
っ
か
り
興
味
を

失
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
よ
ね
。
セ
リ
フ
が
理
解
で
き
な
く
て
も

私
自
身
な
る
べ
く
様
式
美
に
訴
え
よ
う
と
し
て
る
ん
で
す
が
。

小
関
歌
舞
伎
は
ま
だ
し
も
文
楽
な
ど
は
太
夫
の
語
る
言
葉
が
全

く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

芦
川
そ
う
で
す
ね
。
皆
、
舞
台
を
あ
ま
り
見
ず
に
ジ
ー
ッ
と
床

本
に
見
入
っ
て
ま
す
。
私
も
床
本
を
必
ず
見
ま
す
。

小
関
僕
の
場
合
、
物
理
的
に
耳
が
遠
く
な
っ
て
聞
こ
え
な
い
理

由
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）
。

芦
川
応
募
作
品
も
セ
リ
フ
に
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。
町
人
ら
し

い
セ
リ
フ
、
遊
女
ら
し
い
セ
リ
フ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
言
葉
遣
い
。
特
に
遊
女
の
里
こ
と
ば
は
、
か
な
り
調
べ
た
ん
で

す
よ
。

小
関
遊
女
の
世
界
、
遊
郭
な
ど
に
は
興
味
が
あ
り
ま
す
か
？

芦
川
え
え
、
建
物
・
衣
裳
・
美
術
…
全
て
の
美
の
エ
ッ
セ
ン
ス

が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
あ
の
時
代
の
、
あ
る
意
味

で
〃
文
化
の
殿
堂
″
と
も
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
関
な
る
ほ
ど
ね
。
東
大
大
学
院
の
若
い
女
性
の
著
書
「
遊
女

の
文
化
史
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
例
に
挙
げ
て
詳
し
く

書
か
れ
て
る
ん
で
す
が
時
代
を
隔
て
て
若
い
女
性
が
興
味
を
持
つ

と
い
う
の
も
実
に
お
も
し
ろ
い
現
象
で
す
ね
。

芦
川
さ
ん
の
作
品
に
は
、
ご
自
身
の
恋
愛
観
や
人
生
観
の
よ
う

な
も
の
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

芦
川
私
は
全
く
の
〃
非
日
常
主
義
″
で
す
。
舞
台
で
食
事
の
風

景
な
ん
て
き
っ
と
お
も
し
ろ
く
な
い
で
す
よ
ね
。
舞
台
に
関
し
て

い
え
ば
絶
対
に
〃
椅
麗
″
で
な
い
と
イ
ヤ
な
ん
で
す
。

小
関
僕
も
ど
っ
ち
か
と
い
え
ば
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
的
な
も
の
は
苦

手
で
す
ね
。
今
後
の
美
し
い
作
品
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

芦
川
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
も
、
美
し
い
舞
台
と
は
裏

腹
に
私
が
机
に
向
か
っ
て
苦
し
ん
で
る
姿
は
〃
決
し
て
の
ぞ
か
な

い
で
下
さ
い
″
の
世
界
な
ん
で
す
。

小
関
ま
る
で
「
夕
鶴
」
で
す
ね
（
笑
）
。

こて

砥
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